
マスコミ各位 

 

 

麻しんに関する注意喚起 

 

 8 月 14 日（日）に千葉市の幕張メッセで開催された大型コンサートに麻しん

患者が参加していたことが判明しました。このコンサートへは数万人が参加し

ており、県内からの参加状況は不明であるものの、今後、麻しんを発症し、県

内医療機関を受診する方がいる可能性は否定できないため、情報提供いたしま

す。 
麻しんは、感染力が非常に強く、小児が感染すると、肺炎、中耳炎、脳炎な

どの合併症を起こすことがあり、感染拡大のための注意が必要です。 
潜伏期間が 10～12 日間であることから、8 月 14 日の接触により感染したと

すると、8 月 24 日以降が発症する時期と考えられます。コンサートに行かれて

発熱のあった方は、必ず医療機関に電話相談の上、指示に従って受診されるよ

う、お願い致します。 
また、県民の皆様におかれましても、麻しんかなと思ったら、医療機関に電

話相談の上、指示に従って受診されるよう、お願い致します。 
  

 

【麻疹について】 

原   因：麻疹ウイルス 
潜伏期間：10～12 日間 
症  状：発熱、せき、鼻汁、目の充血、麻疹に特徴的な発疹。 

肺炎、中耳炎、脳炎などの合併症を引き起こすことがある。 
治  療：特異的根治療法はなく対象療法。 

感染経路：飛沫核感染（空気感染）・接触感染  
感染症法：五類感染症・全数把握 
 
 
【予防方法について】 

麻しんは、ワクチンの接種（MR ワクチン）により予防できる病気です。 
麻しんの感染拡大を防止するため、麻しんの定期予防接種（第 1 期：１歳、第 2
期：小学校入学前）がまだの方は、早めに予防接種（MR ワクチン）を受けま

しょう。 
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